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生きがいと 地域のニーズを 結びます

毎週木曜日は就業相談会

おもな内容会員数の動き

●新理事長あいさつ　�������� ２

●普及啓発促進月間��������� ３

●ふれあい夏まつり　�������� ４

●安全就業　������������ ５

●女性委員会　����������� ６

●就業情報など　���������� ７

●みんなのひろば　��������� ８
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こ
の
度
、
芦
沢
前
理
事
長
の

後
任
と
し
て
理
事
長
に
就
任
い

た
し
ま
し
た
。

　

何
分
、
未
熟
な
私
で
あ
り
、

そ
の
責
任
の
重
さ
を
痛
感
し
て

お
り
ま
す
。

　

微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、

全
力
で
職
務
に
専
念
す
る
所
存

で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
会
員
の

皆
様
の
ご
指
導
・
ご
支
援
よ
ろ

　

令
和
元
年
度
入
会
5
年
次
会
員

研
修
会
が
9
月
26
日
（
木
）
午
後

1
時
30
分
よ
り
や
ま
ぶ
き
会
館
に

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
の
出
席
会
員
数
は
、
対
象

会
員
2
7
9
名
（
平
成
25
年
度
対

象
会
員
1
7
6
名
、
前
年
度
ま
で

の
研
修
会
欠
席
会
員
1
0
3
名
）

中
1
1
2
名
で
し
た
。

　

冒
頭
、
理
事
長
よ
り
当
研
修
会

の
目
的
に
つ
い
て
、
入
会
5
年
を

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ご
存
知
の
よ
う
に
人
材
セ
ン

タ
ー
を
取
り
巻
く
状
況
は
、
高

齢
化
が
急
速
に
進
む
中
で
果
た

す
べ
き
役
割
は
年
々
増
大
し
、

反
面
、
会
員
数
の
減
少
・
会
員

の
平
均
年
齢
の
高
ま
り
な
ど
諸

課
題
に
直
面
し
て
お
り
ま
す
。　
　

　

こ
れ
ら
諸
課
題
を
解
決
す
る

た
め
に
、
会
員
の
皆
様
の
ご
協

力
を
い
た
だ
き
、
役
職
員
一
丸

と
な
っ
て
努
力
し
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

経
て
会
員
と
し
て
必
要
な
知
識

（
就
業
規
約
・
適
正
就
業
な
ど
）

を
再
認
識
し
て
い
た
だ
く
た
め
で

あ
る
と
の
挨
拶
に
続
い
て
、
宮
下

事
務
局
長
よ
り
「
セ
ン
タ
ー
事
業

概
況
」、
各
理
事
よ
り
「
定
款
・

諸
規
則
に
つ
い
て
」、「
適
正
就
業

の
要
点
に
つ
い
て
」、「
ト
ラ
ブ

ル
・
ク
レ
ー
ム
に
つ
い
て
」
の
講

義
と
会
員
登
録
事
項
の
変
更
に
つ

い
て
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
登
録
事
項
の
確
認
は
、
若

い
時
と
違
い
高
齢
者
と
な
る
と
、

入
会
時
の
デ
ー
タ
が
5
年
の
経
過

で
変
更
が
生
じ
る
可
能
性
が
高
く

な
る
こ
と
か
ら
で
す
。
会
員
登
録

事
項
を
最
新
の
デ
ー
タ
に
す
る
こ

と
に
よ
り
、
少
し
で
も
就
業
提
供

に
役
立
て
た
い
と
の
狙
い
で
行
っ

て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
高
齢
者
が
関
わ
る
事

故
が
多
い
こ
と
か
ら
、
川
越
警
察

署
の
交
通
総
務
係
の
濵
中
光
夫
氏

を
講
師
に
迎
え
「
交
通
安
全
に
関

す
る
こ
と
」
と
題
す
る
講
演
を
受

講
し
て
研
修
会
を
終
了
し
ま
し

た
。

　

今
回
、
研
修
対
象
者
で
欠
席
さ

れ
た
方
は
、
来
年
実
施
す
る
研
修

会
に
必
ず
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

市
長
・
議
長
に

支
援
要
望
書
を
提
出

市長に要望書を提出

5年次研修を受ける会員　

議長に要望書を提出

千代田隆雄 理事長

　

令
和
元
年
6
月
20
日
開
催
の

「
全
国
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

事
業
協
会 

令
和
元
年
度
定
時
総

会
」
に
お
い
て
、『「
生
涯
現
役
社

会
」
を
実
現
す
る
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
決
意
と
支
援
の
要

望
』
の
議
案
が
採
択
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
、
当
セ
ン
タ
ー

は
、
8
月
21
日
（
水
）
に
川
合
善

明
市
長
、
同
月
22
日
（
木
）
に
三

上
喜
久
蔵
市
議
会
議
長
に
要
請
文

を
直
接
お
渡
し
、
令
和
2
年
度
の

セ
ン
タ
ー
事
業
の
推
進
の
た
め
に

必
要
な
セ
ン
タ
ー
に
対
す
る
補
助

金
の
確
保
お
よ
び
事
業
発
注
の
確

保
に
つ
い
て
、
特
段
の
ご
配
慮
を

い
た
だ
き
た
く
支
援
を
お
願
い
し

ま
し
た
。（

総
務
委
員
会　

荻
島
）

5
年
次
研
修
会
開
く
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新
理
事
長
就
任
あ
い
さ
つ
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広
報
川
越
の
7
月
10
日
号
で

「
ほ
っ
て
お
か
な
い
で
空
き
家
」

の
特
集
が
掲
載
さ
れ
た
こ
と
も
あ

り
、
西
地
区
・
高
階
地
区
で
受
注

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
れ

ぞ
れ
の
地
区
会
員
の
管
理
の
も
と

着
々
と
進
ん
で
お
り
ま
す
。
今
後

も
市
場
ニ
ー
ズ
・
社
会
情
勢
に
合

わ
せ
て
地
域
で
展
開
を
図
り
な
が

ら
、
地
域
組
織
の
強
化
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

会
員
拡
大
に
向
け
て
地
域
の
未

加
入
の
高
齢
者
に
セ
ン
タ
ー
の
存

在
と
参
加
を
推
進
（
一
人
一
声
運

動
）
し
、
ご
協
力
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。

　

会
員
増
強
と
連
動
し
た
中
で
就

業
機
会
の
拡
大
を
は
か
り
た
く
、

会
員
の
皆
様
に
は
日
常
の
中
で
知

り
得
た
仕
事
の
情
報
（
例
え
ば

ス
ー
パ
ー
、
病
院
、
介
護
施
設
、

店
舗
、
事
務
所
な
ど
の
事
業
所
の

新
設
・
出
店
な
ど
）
を
セ
ン
タ
ー

へ
提
供
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。（
地
区
長
・
地
域
班
長
さ

ん
を
つ
う
じ
て
い
た
だ
い
て
も
結

構
で
す
）

　

今
年
度
の
取
り
組
み
の
ひ
と
つ

と
し
て
「
就
業
率
ア
ッ
プ
」
を
推

進
し
て
お
り
ま
す
。
昨
年
度
は
就

業
相
談
会
で
約
70
名
弱
の
会
員
の

方
が
就
業
に
結
び
つ
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

令
和
元
年
も
地
区
・
地
域
密
着

型
の
出
張
就
業
相
談
会
を
8
月
28

日
ウ
ェ
ス
タ
川
越
の
南
公
民
館
、

第
2
回
目
を
9
月
24
日
高
階
市
民

セ
ン
タ
ー
で
そ
れ
ぞ
れ
開
催
し
ま

し
た
。

　

南
公
民
館
の
相
談
者
数
8
名

（
男
性
6
名
・
女
性
2
名
）、
入
会

　

か
つ
て
な
い
少
子
高
齢
化
の
時
代
が
到
来
し
、
川
越

市
の
統
計
調
査
に
よ
り
ま
す
と
、
65
歳
以
上
の
人
口
が

全
体
の
25
％
を
占
め
る
状
況
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
、
日
本
人
の
平
均
寿
命
は
男
性
81
・
09
歳
、
女
性

は
87
・
26
歳
。
生
産
年
齢
（
15
歳
か
ら
65
歳
）
を
経
て

も
、
セ
カ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ
と
し
て
ま
だ
十
分
に
活
躍
で

き
る
状
況
で
あ
り
ま
す
。
豊
富
な
社
会
経
験
や
技
能
を

こ
れ
か
ら
の
生
活
に
生
か
さ
な
い
こ
と
は
社
会
の
損
失

で
も
あ
り
ま
す
。
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
健
康

で
働
く
意
欲
が
あ
り
、
社
会
の
た
め
に
役
立
ち
た
い
と

い
う
人
の
集
ま
り
で
す
。

　

昨
年
度
の
川
越
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員

入
会
動
機
の
上
位
は
、
生
き
が
い
・
社
会
参
加
、
経
済

的
理
由
、
健
康
維
持
・
増
進
な
ど
で
あ
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
定
年
制
の
延
長
な
ど
の
社
会
情
勢

の
変
化
に
よ
り
全
国
の
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
数
は
減

少
傾
向
に
あ
り
、
当
セ
ン
タ
ー
も
同
様
に
減
少
の
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
せ
っ
か
く
入
会
し
て
も
、
家
庭

の
事
情
（
介
護
）、
本
人
の
病
気
、
会
費
未
納
な
ど
の
理

由
で
退
会
せ
ざ
る
を
得
な
い
会
員
も
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

　

中
期
5
カ
年
計
画
も
4
年
目
を
迎
え
、
大
き
な
柱
に

「
会
員
増
強
」
を
か
か
げ
、
普
及
啓
発
活
動
を
推
進
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

具
体
的
に
は
、
市
の
広
報
誌
掲
載
、
公
共
機
関
・
施

設
へ
の
チ
ラ
シ
配
布
、
地
域
と
共
生
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
ふ
れ
あ
い
夏
ま
つ
り
の
実
施
、
ふ
れ
あ
い

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
な
ど
を
中
心
に
し
た
各
種
イ
ベ
ン
ト

の
実
施
等
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
入
会
に
今
一
歩
踏
み
出
せ
な
い
方
も

多
く
、
そ
こ
で
会
員
の
皆
さ
ま
に
は
一
人
一
声
運
動
に

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
イ

ベ
ン
ト
や
入
会
説
明
会
へ
の
参
加
へ
と
未
入
会
の
方
の

背
中
を
そ
っ
と
押
し
て
あ
げ
る
こ
と
で
仲
間
が
増
え
る

と
思
い
ま
す
。

（
広
報
委
員
会　

中
村
）

空
き
家
サ
ポ
ー
ト

事
業
始
ま
る

仕
事
の
情
報
を

セ
ン
タ
ー
へ
提
供
く
だ
さ
い

ウェスタ川越での出張就業相談会

高階市民センターでの出張就業相談会

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

希
望
の
相
談
者
1
名
で
、
高
階
市

民
セ
ン
タ
ー
で
は
25
名
（
男
性
19

名
・
女
性
6
名
）
の
相
談
者
の
来

場
に
よ
り
急
遽
、
相
談
コ
ー
ナ
ー

を
4
ヵ
所
に
増
設
し
就
業
に
結
び

つ
く
よ
う
対
応
し
ま
し
た
。

　

各
地
区
の
地
区
長
・
班
長
さ
ん

の
ご
支
援
、
ご
協
力
の
も
と
大
盛

況
で
終
了
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
就
業
機
会
の
拡
大
・
拡
充
に
努

め
相
談
会
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

（
就
業
対
策
委
員
会　

小
室
）

　
日
時
　
令
和
元
年
12
月
16
日
（
月
）
9
時
30
分
〜
11
時
30
分

　
場
所
　
伊
勢
原
公
民
館
　
講
座
室
（
2
階
）

※
予
約
は
不
要
で
す
。皆
様
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

2
ヵ
所
で
出
張
就
業
相
談
会

10月は普及啓発促進月間です
•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••

12
月
16
日（
月
）は
伊
勢
原
公
民
館
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真
夏
の
太
陽
が
ギ

ラ
ギ
ラ
と
照
り
つ
け

る
8
月
3
日
の
午
前

中
に
初
め
て
の
シ
ル

バ
ー
ふ
れ
あ
い
夏
祭

り
を
実
施
し
ま
し

た
。

　

野
菜
の
販
売
、
木

製
洗
濯
ば
さ
み
で
作

る
ミ
ニ
チ
ュ
ア
チ
ェ

ア
作
り
、
吹
き
矢
体

験
、
子
ど
も
た
ち
限

定
の
ス
ー
パ
ー
ボ
ー

ル
す
く
い
、
お
菓
子

の
つ
か
み
ど
り
、
そ

し
て
十
若
会
に
よ
る

　

第
29
回
小
江
戸
川
越
花
火
大
会

が
8
月
17
日
（
土
）
に
盛
大
に
伊

佐
沼
公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
当
日
、
会
場
周
辺
で
は
駐

車
場
お
よ
び
駐
輪
場
の
案
内
、
会

場
内
で
は
ゴ
ミ
の
仕
分
け
や
回
収

業
務
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
翌
朝
は
1
0
0
名
近
い

会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
の
も
と
、

大
会
会
場
の
一
斉
清
掃
を
行
い
ま

し
た
。
お
か
げ
さ
ま
で
今
年
も
無

事
に
花
火
大
会
を
終
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

手
作
り
布
小
物
販
売
で
す
。

　

野
菜
は
す
べ
て
1
0
0
円
均

一
。
ジ
ャ
ガ
イ
モ
・
タ
マ
ネ
ギ
・

ナ
ス
・
キ
ュ
ウ
リ
・
ト
マ
ト
な
ど

品
数
も
多
く
、
た
く
さ
ん
の
皆
さ

ん
に
購
入
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
す
く
い
で

は
、
中
に
は
金
魚
す
く
い
の
よ
う

に
上
手
に
ボ
ー
ル
を
す
く
う
子
ど

も
も
い
れ
ば
、
勢
い
よ
く
す
く
っ

て
ポ
イ
が
破
れ
が
っ
か
り
し
て
い

る
子
ど
も
も
い
て
楽
し
そ
う
。
大

人
が
や
っ
て
も
面
白
そ
う
。

　

お
菓
子
の
つ
か
み
ど
り
で
は
、

た
く
さ
ん
お
菓
子
を
つ
か
ん
で
手

が
抜
け
ず
、
知
恵
を
働
か
せ
て
長

ふれあい夏まつりのお野菜朝市

ミニチュアチェアを洗濯ばさみで作る

スーパーボールすくい

夏
ま
つ
り
開
催

カ
ラ
オ
ケ
大
会
で

会
員
親
睦

花
火
大
会
の
清
掃

い
お
菓
子
を
つ
か

ん
で
手
を
抜
く
こ

と
に
成
功
し
た
子

ど
も
。

　

ミ
ニ
チ
ュ
ア
チ
ェ
ア
作
り
に
挑

戦
し
、
思
う
よ
う
に
作
れ
ず
苦
労

し
て
い
る
大
人
を
尻
目
に
、
工
作

で
慣
れ
て
い
る
小
学
生
が
上
手
に

作
っ
て
い
ま
し
た
。

　

隣
の
会
場
か
ら
聞
こ
え
て
く
る

大
き
な
歓
声
。
吹
き
矢
体
験
教

室
。
は
じ
め
て
の
体
験
で
矢
が
的

の
真
ん
中
を
射
抜
い
た
瞬
間
、
大

人
も
子
ど
も
も
夢
中
に
な
っ
て
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

た
く
さ
ん
の
皆
さ
ま
に
喜
ん
で

い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
広
報
委
員
会　

中
村
）

　

芳
野
・
古
谷
地
区
で
は
内
田
地

区
長
を
中
心
に
各
班
長
が
企
画
し

て
、
会
員
親
睦
、
情
報
交
換
を
兼

ね
た
『
暑
気
払
い
カ
ラ
オ
ケ
大

会
』
を
、
初
め
て
の
試
み
と
し

て
、
7
月
11
日
（
木
）
に
エ
ス
ポ

ワ
ー
ル
伊
佐
沼
に
お
い
て
開
催
し

ま
し
た
。

　

今
回
、
こ
の
企
画
を
し
た
の

は
、
令
和
元
年
度
の
セ
ン
タ
ー
重

点
実
施
事
業
に
「
地
域
活
動
の
強

化
」
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
地
域

活
動
を
強
化
す
る
に
は
、
地
域
に

住
ま
わ
れ
て
い
る
会
員
同
士
の
親

睦
が
大
切
で
あ
る
と
の
こ
と
で
実

施
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
昼
食
を
と
り
な
が
ら

の
懇
談
と
そ
の
後
の
カ
ラ
オ
ケ
と

い
う
内
容
で
、
ど
ち
ら
か
一
方
の

参
加
で
も
良
い
と
し
ま
し
た
。

　

昼
食
懇
談
会
参
加
者
は
18
名
、

そ
の
内
、
昼
食
の
み
参
加
は
5
名

で
し
た
。

　

昼
食
後
の
カ
ラ
オ
ケ
で
は
、
3

時
間
部
屋
を
貸
し
切
り
、
各
参
加

者
が
得
意
な
曲
を
披
露
し
楽
し
い

時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

地域とふれあう

　

就
業
さ
れ
た
会
員
の
皆
様
お
疲

れ
様
で
し
た
。

花火大会の清掃
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あ
な
た
の
歩
き
方
は
大
丈
夫
で

す
か
？　

最
近
話
題
に
な
っ
て
いポールを使ってストレッチ屋外でも歩行体験

気
を
つ
け
よ
う
草
刈
機

「
飛
び
石
」に
よ
る
事
故
多
発

　

5
月
1
件
、
7
月
2
件
、
草
刈
機
に
よ
る
飛
び
石
に
関
連
す
る
事

故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
草
刈
機
を
使
用
す
る
時
は
、
立
入
禁
止
の

措
置
、
ま
た
は
見
張
り
員
の
配
置
、
養
生
ネ
ッ
ト
を
張
り
、
周
囲
へ

の
細
心
の
注
意
を
は
ら
っ
て
行
っ
て
い
ま
す
。
斜
面
で
の
作
業
は
な

る
べ
く
控
え
る
か
鎌
で
刈
り
取
っ
て
い
ま
す
。
移

動
す
る
時
は
、
も
ち
ろ
ん
エ
ン
ジ
ン
を
停
止
す
る

か
ア
イ
ド
リ
ン
グ
状
態
に
し
ま
す
。

　

服
装
な
ど
は
、
保
護
帽
・
フ
ル
フ
ェ
イ
ス
ま
た

は
ゴ
ー
グ
ル
・
耳
栓
・
防
護
マ
ス
ク
・
防
振
手

袋
・
耐
振
ベ
ル
ト
・
編
上
げ
靴
・
呼
子
笛
を
用
意
し
て
作
業
に
臨
ん

で
い
ま
す
。

　

今
後
は
安
全
な
刈
払
い
作
業
を
推
進
す
る
た
め
飛
び
石
の
少
な
い

草
刈
り
バ
リ
カ
ン
と
養
生
ネ
ッ
ト
の
導
入
を
検
討
中
で
す
。

（
安
全
委
員
会　

一
瀬
）

る
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

の
講
習
が
、
9
月
20
日
（
金
）
1

時
30
分
か
ら
セ
ン
タ
ー
会
議
室
で

22
名
の
受
講
者
と
講
師
に
曽
川
恵

子
氏
を
迎
え
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

専
用
の
ポ
ー
ル
を
使
い
、
背
筋

を
伸
ば
し
、
正
し
い
歩
き
方
で
身

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　

8
月
20
日
（
火
）
中
央
図
書

館
地
下
駐
車
場
・
熊
野
神
社

（
境
内
清
掃
関
係
）
植
木
班
を

訪
問
し
ま
し
た
。
当
日
、
就
業

会
員
か
ら
安
全
意
識
の
聴
取
や

現
場
確
認
を
行
な
っ
た
結
果
、

そ
れ
ぞ
れ
適
切
に
対
応
し
て
い

ま
し
た
。

　

川
越
市
防
災
危
機
管
理
室

に
よ
る
防
災
に
関
す
る
講
習

会
を
開
催
し
ま
す
。

日  

時	
 

令
和
元
年
11
月
19
日

（
火
）
午
後
1
時
30
分
〜

会  

場	
 

川
越
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
第
2
・
3
会

議
室

こんな乗り方はやめよう！
自転車の主なルール違反

自転車損害保険に加入しましょう!!

★飲酒運転（酒酔い運転）	 ★ブレーキの整備不良

★信号無視	 ★携帯電話等の使用

★指定場所一時不停止	 ★イヤホーン等の使用

★車道の右側通行	 ★傘さし運転

★無灯火運転	 ★歩行者妨害

★二人乗り	 ★並進

安 全 巡 回

体
全
体
が
快
調
に
な
る
歩
行
を
体

験
し
ま
し
た
。

　

ひ
じ
を
延
ば
し
、
ポ
ー
ル
を
押

し
て
押
し
て
、
腕
の
力
を
つ
け
て

「
一
・
二
、一
・
二
」
と
か
け
声
を
か

け
な
が
ら
、
必
死
に
歩
い
て
い
ま

し
た
。

　

思
っ
た
よ
り
ハ
ー
ド
で
し
た

が
、
姿
勢
が
よ
く
な
り
と
て
も
楽

し
か
っ
た
で
す
。

現場で安全確認

安
全
作
業
講
習
会
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女
性
委
員
会
主
催
の
講
座
が
9

月
25
日
（
水
）
10
時
か
ら
ウ
ェ
ス

タ
川
越
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

木
製
の
洗
濯
バ
サ
ミ
で
作
る
ミ

ニ
チ
ュ
ア
ロ
ッ
キ
ン
グ
チ
ェ
ア
は

ボ
ン
ド
で
接
着
す
る
だ
け
の
簡
単

な
作
品
で
、
誰
も
が
作
り
た
く
な

る
ク
ラ
フ
ト
で
す
。
応
募
者
が
多

い
中
、
19
名
の
参
加
者
が
真
剣
に

　
「
手
さ
げ
バ
ッ
グ
を
作
ろ
う
」
の

講
習
会
を
8
月
20
日
に
セ
ン
タ
ー

会
議
室
で
行
い
ま
し
た
。

　

古
い
着
物
地
を
使
う
た
め
、
事

前
に
裁
断
し
、
芯
地
を
張
り
、
印

を	

付
け
た
り
の
準
備
を
全

員
で
行
い
臨
み
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
17
名
の
参
加

者
で
、
そ
の
中
に
小
学
生

の
女
子
2
名
が
い
て
「
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
へ
の
プ
レ
ゼ

ン
ト
」
だ
と
言
っ
て
、
頑

張
っ
て
仕
上
げ
た
の
が
印

象
的
で
し
た
。

　

ミ
シ
ン
の
操
作
が
初
め

て
と
い
う
人
も
い
て
、
少

し
苦
戦
し
ま
し
た
が
、
3

時
間
ほ
ど
で
素
敵
な
マ
イ

バ
ッ
グ
が
出
来
上
が
り
ま

し
た
。

取
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ボ
ン
ド
が
乾
く
ま
で
の

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

　

出
来
上
が
っ
た
バ
ッ
グ
を
見

て
、「
苦
心
し
た
か
い
が
あ
っ
た
」

と
皆
さ
ん
満
足
の
笑
み
を
浮
か
べ

て
い
ま
し
た
。（

十
若
会　

鷺
谷
）

時
間
を
使
っ
て
、
折
り
紙
で
か
わ

い
い
セ
ー
ラ
ー
服
を
作
り
ま
し

た
。
参
加
者
か
ら
は
「
今
日
一
日

童
心
に
か
え
っ
て
楽
し
い
ひ
と
と

き
を
過
ご
せ
ま
し
た
」「
ス
タ
ッ

フ
が
大
勢
で
す
ぐ
に
対
応
し
て
く

れ
た
の
で
と
て
も
助
か
り
ま
し
た
」

な
ど
の
声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。
ス

　

9
月
14
日
、
心
配
し
て
い
た
台

風
も
去
り
、
お
だ
や
か
な
天
候
の

な
か
、
お
客
様
を
迎
え
ま
し
た
。

　

今
回
の
企
画
は
、
今
ま
で
に
な

い
新
し
い
試
み
と
し
て
幹
事
9
名

で
取
組
み
進
め
ま
し
た
。

　

元
禄
7
年
の
古
地
図
を
見
な
が

ら
、
現
在
の
川
越
城
と
、
城
下
町

を
歩
き
、
今
と
昔
の
違
い
を
見
な

が
ら
当
時
を
偲
ぶ
と
い
う
企
画
で

す
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
成
功
さ
せ
る

た
め
に
、
私
た
ち
は
勉
強
会
を
開

き
、
ま
た
、
コ
ー
ス
の
実
地
研
修

も
全
員
で
行
い
、
万
全
を
期
し
て

臨
み
ま
し
た
。

　

チ
ラ
シ
や
新
聞
P
R
の
効
果
も

あ
り
、
予
想
以
上
の
応
募
者
で
嬉

し
い
悲
鳴
で
し
た
が
、
当
日
は
、

大
人
3
1
6
名
、
子
ど
も
4
名
、

計
3
2
0
名
の
参
加
者
で
無
事
に

終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
歴
史
好
き
の
マ
ニ
ア

が
多
く
、「
江
戸
時
代
の
川
越
の

様
子
を
知
る
こ
と
が
で
き
て
良

か
っ
た
。
ま
た
、
昔
と
変
わ
ら
ぬ

町
並
が
残
っ
て
い
る
の
が
素
晴
ら

し
い
」
な
ど
の
お
言
葉
を
い
た
だ

き
ガ
イ
ド
一
同
満
足
し
た
一
日
で

し
た
。

ミニチュアロッキングチェアの講習会

古地図で巡る川越城

ミ
ニ
チ
ュ
ア
ロ
ッ
キ
ン
グ
チ
ェ
ア

女
性
委
員
会
が
講
座
開
く

十
若
会
バ
ッ
グ
製
作
教
室

古
地
図
で
巡
る
︱
川
越
城

テ
キ
な
作
品
が
出
来
、
満
足
の
笑

顔
が
広
が
っ
た
一
日
で
し
た
。

　

次
回
は
11
月
27
日
（
水
）「
ハ
ー

ブ
で
季
節
の
飾
り
」
を
開
催
し
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
機

会
に
女
性
の
方
が
ひ
と
り
で
も
多

く
会
員
に
な
っ
て
く
れ
ま
す
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。

（
女
性
委
員
会　

内
田
）

バッグ製作教室
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今
月
か
ら
、
消
費
税
が
8
％
か
ら
10
％
に
な
り
ま
し
た
。

　

会
員
の
皆
様
は
ご
承
知
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
が
、
請
負
で
就
業
し
た

対
価
で
あ
る
配
分
金
に
は
消
費
税
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
に
伴
い
、
10
月
以
降
に
請
負
で
就
業
し
た
配
分
金
の
時
間

単
価
が
消
費
税
ア
ッ
プ
分
の
見
直
し
と
な
り
ま
す
。

　
（
例
）
時
間
単
価
が
8
9
8
円
の
場
合

　
　
　
　
　
　

8
9
8
円　

→　

9
1
4
円

10
月
就
業
分
か
ら
の
配
分
金
に
つ
い
て

●
セ
ン
タ
ー
の
掲
示
板
に
て
。

●
別
添
「
就
業
情
報
一
覧
」
に
て
。

　
来
る
令
和
元
年
12
月
31
日
で
就
業
満
了
に
よ
り
欠
員
と
な
る
業
務

に
つ
い
て
、
次
の
要
領
で
募
集
し
ま
す
。

１　

募
集
業
務	
※
詳
細
は
添
付「
就
業
情
報
一
覧
」を
参
照

２　

募
集
期
間	
10
月
29
日（
火
）～
11
月
5
日（
火
）ま
で

３　

面
談
日	

令
和
元
年
11
月
15
日（
金
）

４　

採
否
通
知	

11
月
末
頃

５　

就
業
開
始	

令
和
2
年
1
月
１
日
以
降
の
就
業
予
定
日
か
ら

６　

応
募
方
法	

	

セ
ン
タ
ー
内
に
詳
し
い
業
務
内
容
・
人
員
・
就
業

場
所
を
表
示
し
ま
す
。
希
望
者
は
内
容
を
確
認
し

て
、
事
務
所
に
あ
る
応
募
用
紙
に
記
入
し
、
就
業

相
談
コ
ー
ナ
ー
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※	

応
募
に
際
し
、
就
業
相
談
コ
ー
ナ
ー
（
10
月
29
日
～
11
月
5
日
、	

９
時
～
16
時
）
を
設
け
ま
す
の
で
、不
明
な
点
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

毎
週
木
曜
日
（
９
時
～
11
時
30
分
）
に
、就
業
相
談
会
を
セ
ン
タ
ー

の
就
業
相
談
コ
ー
ナ
ー
に
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
会
員
の
皆
様
の
ご

利
用
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

就
業
対
策
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
急
に
欠
員
が
出
た
場
合

　
　
①
募
集
掲
示
板
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
ご
案
内
し
ま
す
。

　
　
②
応
募
者
の
中
か
ら
、
面
談
で
決
定
し
ま
す
。

募
集
　
公
共
的
業
務

募
集
　
民
間
業
務

配分金支払日
長
谷
川
　
勉
様	

（
西

5
班
）

鈴
木
貫
立
様	

（
名
細
9
班
）

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

訃
　
報

9
月
分
…
10
月
25
日（
金
）

10
月
分
…
11
月
25
日（
月
）

11
月
分
…
12
月
25
日（
水
）

12
月
分
…
1
月
27
日（
月
）

事業実績（受注件数）

R1/6 R1/7 R1/8

公 共 78 80 78

公社公団 13 14 13

民間事業所 344 351 343

独自事業 48 45 12

一般家庭 205 221 183

計 688 711 629

事業実績（契約金額）�（単位：千円）

月　別 R1/6 R1/7 R1/8

前年度 83,802 81,271 79,713

当年度 80,312 81,894 77,877

前年比 95.8% 100.8% 99.6%

累　計 R1/6 R1/7 R1/8

前年度 244,822 325,664 403,833

当年度 236,976 318,870 396,747

前年比 97.8% 97.9% 98.2%

　

公
共
業
務
・
民
間
業
務
を
問
わ

ず
ト
ラ
ブ
ル
・
ク
レ
ー
ム
は
減
り

ま
せ
ん
。
平
成
30
年
度
は
26
件
発

生
し
ま
し
た
。
今
年
度
は
8
月
末

現
在
で
7
件
で
す
が
、
こ
れ
は
セ

ン
タ
ー
に
届
い
て
対
応
し
た
も
の

の
み
で
す
。

　

ト
ラ
ブ
ル
・
ク
レ
ー
ム
の
内
容

を
み
る
と
、
接
客
の
際
の
言
葉
使

い
や
態
度
な
ど
が
問
題
と
な
る

ケ
ー
ス
が
多
い
で
す
。
ま
た
、
就

業
日
を
失
念
し
て
し
ま
っ
た
ケ
ー

ス
も
毎
年
発
生
し
て
い
ま
す
。
最

近
で
は
、
就
業
中
の
喫
煙
ト
ラ
ブ

ル
、
セ
ク
ハ
ラ
や
パ
ワ
ハ
ラ
な
ど

社
会
的
に
問
題
と
な
っ
て
い
る

ケ
ー
ス
も
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
セ
ン
タ
ー
で
は
縁
が
な

い
と
思
っ
て
い
た
就
業
先
の
情
報

を
ツ
イ
ッ
タ
ー
な
ど
S
N
S
に
書

き
込
ん
で
発
注
者
か
ら
ク
レ
ー
ム

を
受
け
た
ケ
ー
ス
も
発
生
し
ま
し

た
。

　

こ
れ
ら
の
ト
ラ
ブ
ル
・
ク
レ
ー

ム
を
減
ら
す
に
は
、
接
遇
研
修
で

受
け
た
こ
と
を
守
り
、
セ
ン
タ
ー

の
看
板
を
背
負
っ
て
仕
事
を
し
て

い
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ

ん
。

主
な
ト
ラ
ブ
ル
・
ク
レ
ー
ム
事
例

●
交
通
ル
ー
ル
（
無
理
な
道
路
横
断
）

●
荒
い
運
転
（
一
時
不
停
止
な
ど
）

●
就
業
日
の
失
念
（
忘
れ
）

●
S
N
S
へ
の
就
業
場
所
評
価
投
稿

●
雨
天
の
就
業
中
止
の
未
連
絡

●
セ
ク
ハ
ラ
行
為

●
横
柄
（
高
圧
的
）
な
態
度

●
強
い
口
調
で
の
説
明
（
注
意
）

●
就
業
中
民
地
内
で
の
喫
煙
と
吸
い
殻

の
投
げ
捨
て　

な
ど

会員の皆様へホットな情報
を提供していますので
ご覧ください。

10月から
ホームページが
新しく

なりました。

ト
ラ
ブ
ル・ク
レ
ー
ム
を
減
ら
そ
う
！
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①
募
集
内
容

　

◎
俳
句　

◎
川
柳　

◎
短
歌

　

◎
絵
て
が
み　

◎
ス
ケ
ッ
チ

　

◎
写
真
（
２
Ｌ
以
下
）

　
（
公
序
良
俗
に
反
し
な
い
）

　

◆
会
報
の
ご
意
見
も

②
締
切
日

　

◎
11
月
末
日　

郵
送
可

　
1
月
発
行
号
に
ふ
さ
わ
し
い�

　
作
品
を
募
集
し
ま
す

③
宛
先

　

セ
ン
タ
ー
内
広
報
委
員
会
宛

④�

掲
載

　

可
能
な
限
り
掲
載
し
ま
す
。

　

広
報
委
員
会
に
一
任
を
。

※
作
品
は
不
返
。
コ
ピ
ー
を
。

　

今
号
の
表
紙
は
、
植
木
班
の
皆

さ
ん
で
す
。
現
在
32
名
で
7
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
植
木
の
せ
ん

定
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。
皆
な
植

木
の
こ
と
が
大
好
き
で
、
趣
味
が

高
じ
て
こ
の
仕
事
に
誇
り
を
も
っ

て
た
ず
さ
わ
っ
て
い
る
と
の
こ
と

で
す
。

　

危
険
も
と
も
な
う
仕
事
の
た

め
、
三
脚
か
ら
の
ふ
み
は
ず
し
や

移
動
中
の
足
場
の
固
定
、
周
囲
の

状
況
判
断
、
せ
ん
定
ば
さ
み
に
よ

る
け
が
な
ど
、
常
に
細
心
の
注
意

を
は
ら
っ
て
仕
事
に
向
き
合
っ
て

い
る
そ
う
で
す
。

　

そ
ん
な
中
、
お
客
様
に
お
ほ
め

の
言
葉
を
い
た
だ
く
と
う
れ
し
さ

と
共
に
や
り
が
い
を
感
じ
る
と
の

こ
と
で
し
た
。

•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••

同
好
会
情
報
交
換
会
開
催

•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••

•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••　

詩
吟
同
好
会
は
、
同
好
会
が
で
き

て
以
来
、
月
に
2
回
（
第
2
・
第
4

水
曜
日
1
時
か
ら
3
時
）
活
動
し
て

い
ま
す
。
腹
の
底
か
ら
声
を
出
す
詩

吟
は
読よ

み

・
押お

し
・
節せ

つ

調ち
ょ
うと
い
わ
れ
、

漢
詩
・
和
歌
・
俳
句
の
ほ
か
、
最
近

で
は
詩
吟
歌
謡
・
新
体
詩
と
幅
を
広

げ
て
い
ま
す
。
漢
詩
の
も
つ
意
味
や

時
代
背
景
な
ど
も
勉
強
し
ま
す
。

　

ま
た
、
年
に
2
回
坂
戸
オ
ル
モ
会

館
・
川
越
や
ま
ぶ
き
会
館
で
の
発
表

会
の
ほ
か
、

各
レ
コ
ー
ド

会
社
の
コ
ン

ク
ー
ル
な
ど

と
発
表
の
場

は
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。

10
月
は
24
日

と
31
日
に
小

ヶ
谷
老
人
憩

い
の
家
で
1

時
か
ら
実
施

し
ま
す
。

同
好
会
だ
よ
り

詩吟を楽しんでみませんか。初め
ての方大歓迎です。発声の仕方・
節まわし・語呂ゆすりなど丁寧に
指導します。まずは一度見学にお
いでください。なお練習日が変わ
る事があります。会費は月1,500
円です。

朗吟愛好会琥畔会
早藤琥畔

電話　049−232−8001

初心者新規会員募集

詩吟同好会
　

本
年
度
の
同
好
会
情
報
交
換
会

は
、
尺
八
（
令
和
会
）
を
除
く
7
団

体
の
世
話
人
が
参
加
し
、
9
月
12
日

（
木
）
に
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
開
催

し
ま
し
た
。

　

情
報
交
換
会
で
は
、
各
団
体
の
活

動
状
況
の
報
告
や
課
題
へ
の
取
組
み

な
ど
の
意
見
交
換
を
お
こ
な
い
ま
し

た
。

　

現
在
、
同
好
会
に
は
1
2
2
名
の

会
員
が
所
属
し
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
同
好
会
の
活
動
に
つ
い
て

は
、
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
に
も
各
同
好
会

の
活
動
内
容
を
掲
載
し
て
お
り
ま

す
。
関
心
の
あ
る
方
は
、
左
記
の
世

話
人
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
（
電
話
は
か
け
間
違
い
の
な
い
よ

う
、
ま
た
、
朝
晩
は
避
け
て
ご
連
絡

を
お
願
い
し
ま
す
）

同好会世話人名簿
同好会名 氏　名 電話番号

歴 史 探 訪 関口　　寛 (243)8792
カ ラ オ ケ 江田　一夫 (244)0589
ゴ ル フ 福井　達也 (225)6130
詩吟（琥畔流） 早藤　順二 (232)8001
歌 と 楽 器 大野　　勇 (224)4736
写 　 真 末次　　豊 (245)1887
ボ ウ リ ン グ 角本　久和 070(6405)8209
尺八（令和会） 中里　千之 (246)9062

〈
南
古
谷
３
班
〉

仲
野 

国
男

写
真

〈
南
４
班
〉
斉
藤 

八
重
子

絵
て
が
み

夏まつり

〈
高
階
７
班
〉
宮
本 

秀
治

絵
画
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